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イベントの持続可能性に関するマネジメントシステム

国際規格の ISO20121 を、イベント制作会社として日本で初めて取得

株式会社セレスポ 群馬支店
前橋市

代　表　者： 稲葉利彦
設立年月日： 1977 年 7 月 21 日
資　本　金： 13 億 7,067 万円
従 業 員 数： 426 人 

住  所： 前橋市亀里町 1073-36
T E L： 027-265-4211
Ma i l： mocchy@cerespo.co.jp
U R L： https://www.cerespo.co.jp

● 事業者紹介 ● 経緯・背景

● 具体的な取組や成果

　あらゆるテーマや規模のイベントにおける企画・設計・会
場設営・運営・進行を、全国ネットワークを活用して、ワン
ストップでサポートしているイベント制作会社です。イベント
の企画段階から、当日の運営まで一貫して行うため、お客
様の負担を減らし、高いクオリティーでサービスを提供して
います。セレスポの目指す姿、それは「イベント・ソリューショ
ン・パートナー」です。 お客様に寄り添い、課題を共有し、
解決に向けて全力で取り組みます。 人の心に働きかけ、人
の心に響き、人の心が動く。そんなイベントを多く仕掛けて
いく、手掛けていくことを目指しています。

　サステナビリティへの取組をより確実に発展させるた
め、2016 年にイベント制作会社として、 日本で初めて

「ISO20121」を認証取得。「ISO20121」は、イベント産
業における環境面や社会面、経済面への影響を配慮したマ
ネジメントシステムを実証し、大規模な国際イベントから地
域のイベントまで、主催者・制作会社をはじめイベントに関
わるすべてのステークホルダーが活用できる規格です。イベ
ントに関するサステナビリティの分野においてリーダーシップ
を発揮しつつ、イベント総合制作会社として、イベントを通
じた社会貢献と環境価値の創出に取り組んでいきます。

　ISO20121 認証取得を機に、社員教育や持続可能な組
織づくりに加え、業務の中核をなすイベント制作においても
サステナビリティへの取組を実践しています。イベント毎に
異なるテーマ・目的・課題と共に、社会的課題を統合的に
捉え、ステークホルダーとのパートナーシップを築きながら、
イベントを通じた SDGs への貢献に取り組んでいます。

　企業活動やイベント開催に伴う社会的・環境的・
経済的にネガティブな影響を最小化し、ポジティブ
な影響を拡大することで、イベントを通じたコミュ
ニケーションや場づくり、発信力を生かした社会貢
献と環境価値を創出します。これらはイベントレガ
シーの創出や SDGs への貢献においても重要と考
えます。

　一過性に終わりがちなイベントをレガシーとして
後世に繋げ、サステナブルなイベントづくりを目指
すうえで、イベントを通じた SDGs への貢献に共に
取り組める企業、個人、団体等をパートナーと考
えます。

　また、障害の有無や年齢、性別などに関係なく、誰もが
安心して参加し、一緒に楽しめることを目的に、バリアフリー
やユニバーサルデザインの考えを取り入れたパラスポーツ体
験会や車いすセミナーなどのユニバーサルイベントにも積極
的に取り組んでいます。

経済面、社会面、環境面の幅広い領域にわたり、持続可能な
イベントマネジメントのあり方を提起し、企業の社会的責任を改善します

サステナビリティへの取組と実践 パラスポーツ体験会や車いすセミナーなど、ユニバーサルイベントも
積極的に開催

イベント業界においても
SDGs への取組は必須

サステナブルなイベントに
共に取り組む仲間づくり

当社にとっての SDGs ビジョン 今後の展望と求めるパートナー像
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